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生物は、様々な細胞機能を駆使し、環境認識およびそれに対する応答を行っている。実験室のような管

理された環境下ではなく、時々刻々と移り変わる環境変化や他の生物との相互作用を認識し、これに対

して適切に生理機能を発現することは、この地球上で生物が生きていく上で極めて重要な機能である。 

 本シンポジウムでは、細菌、植物、動物の各生物種において、環境認識とこれに対する応答反応や生

理機能発現を分子レベルで研究している第一線の研究者が、分子生物学・細胞生物学・構造生物学など

の幅広い観点から話題提供を行う。そして、それぞれの生物種における環境認識・応答の多様なメカニ

ズムの理解がどこまで進んでいるのかという基礎生物学的な内容から、それらの理解を応用に展開する

可能性までをカバーする、現在のフロントラインを議論する。 

 

 

 

 

 




